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1 単元名 ＡＬＰＨＡＢＥＴ 

～アルファベットとなかよし～  

 

2 単元の目標 

 ○身の回りにはアルファベットの文字であらわされているものがあることに気付き，アルファベットの大文字と

その読み方に慣れ親しむ。                              （知識・技能） 

○アルファベットの文字の形を意識して，仲間分けをしたり，見つけたりする。 

（思考力・判断力・表現力） 

○相手に配慮しながら，アルファベット探しを出したり，答えたりしようとする。                           

（主体的に学習に取り組む態度） 

 

3 関連する学習指導要領における領域別目標 

 

聞くこと ウ 文字の読み方が発音されるのを聞いた際に，どの文字であるかが分かるようにする。 

話すこと 

（やりとり） 

ア 基本的な表現を用いて挨拶，感謝，簡単な指示をしたり，それらに応じたりするように

する。 

 

4 単元の評価規準 

   

 知識・技能 思考力・判断力・表現力 主体的に学習に取り組む態度 

聞
く
こ
と 

〈知識〉活動をする上で必要な表現

や語彙，Let’s find The alphabet. 

/It’s ～/That’s right./Close!などを

聞くことに慣れ親しんでいる。 

〈技能〉活動をする上で必要な表現

や語彙，Let’s find The alphabet. 

/It’s ～/That’s right./Close!などの

表現を聞き取る技能を身に付けて

いる。 

アルファベットが発音され

るのを聞いて，仲間分けした

り，どの文字であるか分かった

りしている。 

 アルファベットが発音されるの

を聞いて，仲間分けしたり，どの文

字であるかが分かり，友達のアルフ

ァベット探しを進んで聞こうとし

たりている。 

 

話
す
こ
と
［
や
り
取
り
］ 

 

〈知識〉活動をする上で必要な表現

や語彙，Let’s find The alphabet. 

/It’s ～/That’s right./Close!などを

話すことに慣れ親しんでいる。 

〈技能〉活動をする上で必要な表現

や語彙，Let’s find The alphabet. 

/It’s ～/That’s right./Close!などの

表現を伝え合う技能を身に付けて

いる。 

アルファベットの大文字の

形を意識して，仲間分けをした

り，アルファベット探しに必要

な表現を使って，出題したり答

えたりしている。 

アルファベットの大文字の形を意

識して，仲間分けをしたり，アルフ

ァベット探しに必要な表現を使っ

て，出題したり答えたりしようとし

ている。 

 

 

 

5 指導上の立場 

(1) 単元観 

 本単元は，アルファベットの文字を題材とする初めての単元となる。国語科「ローマ字」の学習では，大文字

を書くという経験をしている。その中で，児童はローマ字に興味をもって意欲的に取り組んでいた。そこで，国

語科「ローマ字」の学習と社会科の校外学習でローマ字を見つけた経験と関連させながら，アルファベットの大

文字の導入をすることで，意欲的に学習に取り組めると考える。また，アルファベットを歌やチャンツ，ゲーム

などの様々な活動を通して楽しみながらアルファベットの学習をするようにしたい。 

本単元を通して，アルファベットの文字と発音を一致させながら，慣れ親しむことができるようにし，高学年

での書く活動に繋げたい。 

第３学年 外国語活動学習指導案 

令和２年１１月１０日（火）第３校時 

 

指導者：HRT ３年担任（T1） 

ALT      （T2） 

JTE 中学校英語科教諭（T3） 

HRT 特別支援担任（T4） 

  



(2) 児童観（男子６名 女子８名 計１４名） 

今年度 5 月に行った英語アンケート（図１）では，「英語の学習は楽しいですか」に対して９２％の児童が肯定

的な回答をしていることが分かる。一方で「英語で発表することができますか」に対して５４％の児童が否定的

な回答をしていることが分かる。また，「内容が分かる」「発表したい」「もっと書きたい」に対して否定的な回答

をしている児童が多いことが分かる。 

そこで，グループやペアでの学習を取り入れたり，ゲームや歌の活動を増やしたりすることで，自信をもって

楽しく学習ができるような工夫をしたい。 

本時では，前時で見つけたアルファベットを自分でアルファベット探しにし，出題するという活動を通して，

楽しみながら学習するようにしたい。また，ペアでの活動を取り入れることで，自信をもって出題したり答えた

りできるのではないかと考える。 

 

※図１：今年度５月に行ったアンケート結果

 

 

(3) 研究主題との関わり 

本校の研究主題は「外国語に親しみ，進んでコミュニケーションを図ろうとする児童の育成～本物で必然性の

ある外国語活動・外国語科を目指して～」であり，本校の考える仮説についての基本的な考え方は，次の３つで

ある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（仮説） 

１ 単元や発達段階の特性を踏まえて学習活動を工夫することにより，児童は，自分の思いや考えをもち，

それを伝え合うための知識・技能を身に付けるであろう。 

 

２ 1単位時間または単元の中で，児童自身による評価（振り返り）や教師による評価を適切に行うこと

によって，児童は思考力・判断力・表現力を高めながら学習に取り組むであろう。 

 

３ 学習のつながりを意識して，様々な人々と関わることができる単元（新本オリジナル）を構成するこ

とで，英語によるコミュニケーションの楽しさを味わい，より広い世界に目を向けるであろう。 

 

 



１ について 

アルファベットを使って「アルファベットさがし大会」をするということを単元のゴールにすることで，児童

は，目的意識をもち，主体的に学習に取り組むことができると考える。また，歌やゲームをするのが好きな児童

が多いので，学習も歌やゲームを積極的に取り入れ，楽しんで学習をできるようにしたい。 

本時では，アルファベットを見つける活動をクイズとして提示し，意欲的に活動できるようにしたい。ただ，

クイズをして楽しかったということで終わらないように，答えることができたアルファベットはアルファベット

表に印をつけるようにして，まだ出題されてないアルファベットを視覚的にとらえることで，生活の中でさらに

見つけてみたいという意欲付けができるようにしたい。 

 

２ について 

  単元を通して，担任，ALT，小中連携担当教員がそれぞれの観点で感じたことを児童にフィードバックする。

主に，担任は単元全体を見通し，前時と比べたときの児童の様子を，ALT は発音や表現について，小中連携担当

教員は児童がかかわり合う様子について見て，感じたことをその時間の終わりにそれぞれに伝えていく。そうす

ることで，次回の学習でどんな力をつけたいか，何を話せるようになりたいか，などを児童が考えることができ

るようにする。 

  また，振り返りカードを使い，1 時間ごとに達成度を振り返ることで，できたことと次にがんばりたいことを

自覚できるようにする。振り返りカードには×の評価を付けず，できたことを積み重ねる振り返りとして活用す

る。そうすることで，自信をもって活動に取り組むこができ，学びに向かう力が高められるようにする。 

  本時は，アルコールアルファベット探しに必要な表現を使って，出題したり答えたりする場面である。どうす

れば楽しくアルファベット探しができるのか，相手に配慮しながら，アルファベット探しを出したり，答えたり

することで，児童の思考力が高められると考える。 

 

３ について 

国語科「ローマ字」の学習で，アルファベットの大文字は見たり，書いたりした経験がある。また，社会科の

見学時にローマ字としてではあるが，アルファベットを見た経験がある。その経験と結びつけ，文字に対するハ

ードルを低くして，この単元に入りたい。身の回りの物をアルファベットに見立てて見つけ，アルファベット探

しを作ることで，アルファベットをより身近に感じられると考える。この単元を通して，アルファベットの文字

が身の回りにたくさんあることに気付かせ，さらにアルファベットに興味や関心をもち，自分の生活と結びつけ

られるようにしていきたい。 

 

6 関連構想図 

 

 

 

 

 

 

              

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ENGLISH  TIME 

○ABCSong 

○チャンツ alphabet 

外国語活動（本時 5/5 時間） 

 「ＡＬＰＨＡＢＥＴ 

～アルファベットとなかよし～」 

〇アルファベットの文字と読み方に慣れ親しむ。 

○アルファベットの仲間分けをする。 

○アルファベット見つけをする。 

○アルファベットクイズをする。 

 

 

 

 

 

国語科 

「ローマ字」 

○ローマ字見つけ 

○ローマ字の読み・書き 

社会科 

校外学習 

「市内めぐり」 

○ローマ字見つけ 

○アルファベット見つけ 

朝の会 

○アルファベットさがし大会 

特別の教科 道徳 

「いち，にいっ，いいち，にいっ」 

○励まし合う友達 

「なかよしだから」 

○本当の友達 



7 本時案 

(1)本時のねらい 

・相手を意識して，アルファベット探しをすることができる。 

(2)展開 

学習活動 教師の指導・支援(●HRT，■ALT，▲JTE，🔸特担) 学習評価 

1 Greeting 

 

 

 

 

2 Warm up 

“Song" 

 ♪ABC Song♪ 

 

 

3 Aim  

 

 

 

 

4 Review 

 

 

 

 

 

 

5 Activity 

・アルファベット

探し（1 回目） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・中間交流 

 

 

 

 

 

 

 

 

・アルファベット

探し（2 回目） 

 

 

 

●■▲英語で挨拶をした後，気分や天気，日付，曜日，好き

なものなどについて尋ねることで，日常的に使える英語表

現に慣れ親しむことができるようにする。 

■▲🔸参加しにくい児童や困っている児童に声をかけたり，

一緒に声を出したりする。 

●■しっかり声を出して歌うことで，楽しい雰囲気を作り，

学習の意欲を高めるようにする。 

■▲🔸児童の近くで一緒に歌うことで，安心して活動できる

ようにする。 

 

 

●楽しくアルファベット探し大会をするために何が必要かを

話し合うことで，コミュニケーションポイントやほめ言葉

や認め言葉に気を付けるようにする。 

 

●■アルファベットさがしで使う表現の練習をすることで，

流れを確認し，安心して活動に参加できるようにする。 

 

 

 

 

 

●４人グループを２人ずつ，出題者と解答者に分けて行うよ

うにし，ペアで順番を決めて出題したり答えたりする。困

ったときは，お互いに助け合うようにする。 

■●▲🔸アルファベット探しで使う表現に困っている時に

は，支援をする。 

■▲アルファベット探しのヒントを日本語でしている時は，

それも認め，英語での表現の仕方を伝えるようにする。 

●困っているペアには，アドバイスの仕方を知らせるように

する。 

●答えられたアルファベットは，アルファベット表に印をつ

けることで，出題されていないアルファベットを探したい

という意欲をもたせるようにしたい。 

●中間交流を行い，楽しくアルファベットさがしをしている

グループを紹介することで，よさを全体に広げられるよう

にする。 

●使えなかった表現やジェスチャーを確認する。 

●■▲英語でのほめ言葉を確認し，すでに聞いたり，話した

りしている単語でも，相手をほめることができることに気

が付かせる。 

 

 

●相手を替えて問題を出し合い，新しい表現が使えるように

する。 

■▲相手に配慮しながら，アルファベット探しをすることが

できているかを確認しながら，机間指導する。 

●活動がはやくおわったペアには，先生にアルファベット探

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇アルファベット探しに必

要な表現を使って，出題し

たり答えたりしている。 

【思・判・表】やり取り 

＜行動観察＞ 

 

 

 

 

◇相手に配慮しながら，ア

ルファベット探しを出し

たり，答えたりしようとし

ている。 

【主】やり取り 

＜行動観察・書き込み点検

＞ 

 

 

 

 

 

   

Aim   アルファベットさがし大会をしよう。 

・Let’s find the alphabet. 

・It’s  ～  

・That’s right! ・Close! 

・Great ・Good ・Nice 



 

6 Comment time 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7 Greeting  

しを出すように促す。 

●振り返りシートに Aim に対する振り返りを記入し，本時で

の成長を実感できるようにする。 

●本時の学習で新たに学んだことや今後生かしていきたいこ

とを記述することで，学びに向かう力を高められるように

する。 

🔸特に支援を要する児童の様子を見たり，声をかけたりして，

活動に参加できるようにする。 

 

 

 

 

 

 

●前時の様子を比べてよくなったところを伝え，できるよう

になった喜びを感じられるようにする。 

■発音や表現について気付いたことを伝えることで，今後が

んばりたいことに気付けるようにする。 

▲児童がかかわり合う様子を見て，感じたことを伝えること

で，今後がんばりたいことに気付けるようにする。 

●■気持ちのよい挨拶をすることで，次時への意欲を高める

ことができるようにする。 

 

(3)板書計画 

 

 

                      アルファベットさがし大会をしよう。 

 

  

 

                     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Greetings

Warm　up

Review

Aim

Presentation

Practice

Activity

Comment

time

Greetings

・身近な所にアルファベットが隠れているのが分かった。 

・ほめる言葉をたくさん使うことで，楽しいアルファベッ

トさがしができた。 

・まだ，見つけていないアルファベットがあるので，これ

からも見つけてみたい。 

Aim 

 Let’s find the alphabet. 

  It’s      . 

  ○That’s right 

 ●Close! 

 

〇Good！ 

〇Nice！ 

〇Great！ 

 

 

アルファベット表 

Let‘ｓ Try！P．22・23 



 

 

□アルファベットさがしに必要な表現を使って，わかりやすく 

伝えることができる。        

 

□アルファベットの大文字を正しく発音することができる。 

 

□友達や先生の発音を聞いて言っていることがだいたい分かる。 

〈資料１〉単元を通して児童が使う振り返りシート 

Unit6 ALPHABET 

～アルファベットとなかよし～ 

  Grade        Name 

     

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

Date / Aim 
・がんばった・初めて知った・前と比べて 

・難しかった・次回は… 

Date /   

Date /   

Date /   

Date /   

Date /   

 

がんばるリスト 
できた    とてもよくできた 
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この学習を通して学んだこと・感じたこと 

 

 

 

 
 

 

〈資料２〉本時で，児童が使うアルファベット表 

 

〈アルファベット表〉 

A B C D E 

F G H I J 

K L M N O 

P Q R S T 

U V W X Y 

Z     
 

 

 

 

 

 



〈資料３〉単元計画 
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８ 評価例と事後の改善策 

 

評価

例 

・児童１は，アルファベット探しの内容を考える場面では，アルファベットの形を意識して，仲間分けを

したり，見つけたりしていた。また，友達が楽しめるような工夫を考える場面では，励まし言葉や盛り

上げ言葉を入れようと考えて，実践していた。そのため，「思考力・判断力・表現力」及び「主体的に学

習に取り組む態度」において，「十分満足できる」状況（A）と判断した。 

・児童２は，内容を考える場面では，グループでの活動に参加できないことがあった。グループ同士でア

ルファベット探しを行うときでも，仲間分けをしたり，見つけたりすることができなかった。また，グ

ループの友達と考えた工夫を取り入れることができなかった。そのため，この場面での「思考力・判断

力・表現力」において「努力を要する」状況（C）と判断した。 

事後

指導 

・児童２について，「努力を要する」と評価をしたため，その後の指導改善や学習改善につながる手立てを

継続して行うようにした。Warm up で教科書のチャンツを用いるのでなく，思い入れのある自分たちの

お気に入りの食べ物や動物をチャンツのリズムで言うようにした。新しい表現を学習する前には，ペア

やグループでの Practice の時間を設け，積極的に発言できる友達をまねながらやり取りの練習をして，

児童２が自信をもって発音することができるようにした。アルファベット探しに答える場面では，児童

２に改善が見られたため，本単元おける「話すこと」における「思考力・判断力・表現力」及び「主体

的に学習に取り組む態度」において評価の総括を「B」とした。 

 

〈児童１のふりかえり〉 

 

 

〈児童２のふりかえり〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



９ 研究授業から得た反省と考察 

言語活動の工夫について 

〇ABC Song では，アルファベットを指さしながら楽しく大きな声で歌うことができていた。 

〇アルファベット探しでは，グループ活動を取り入れることで，助け合いややり取りの場面が増えて，学習意欲が

高まっていた。 

〇アルファベット探しの正解が一つではなく，また，不正解もないため自信をもって挑戦しやすい。 

〇アルファベット表を使うことで，２６文字すべてを見つけたいというやる気を引き出していた。 

▲アルファベット探しのやり取りをジェスチャー付きのデモンストレーションを行って説明するとよいのではな

いか。 

▲アルファベット探しの活動時間を４分（２分×２）から増やすとよいのではないか 

▲アルファベットの定着をどこまで求めるのかを再確認するとよいのではないか。 

評価の工夫について 

〇楽しいアルファベット探し大会を行うための表現がよく定着している。 

〇JTE から「You can do it!」などを引き出す使い方がよかった。 

▲挙手していない児童も参加できるように，ワードやイラスト付きの掲示を使うとよいのではないか。 

▲がんばるリストの使い方を工夫するとよいのではないか。（振り返り→発表→書く） 

単元構成の工夫について 

〇社会科見学で自分が撮った写真を使うことで意欲が高まっていた。 

〇しっかり学習したから高いレベルのアルファベット探しに必要な表現が自然に定着していた。 

〇JTE の「教室にもあるかな？」がさらにやる気を引き出していた。 

〇活動の見通しをもてていたので，K 児も入れていた。 

▲難しければレベルを下げても大丈夫。 

 

福原先生から 

〈研究について〉 

・ 研究仮説３つを，評価の観点に対応させるとよい。1 つ目を，知識・技能を意識したものに再考するとよい。 

・ 評価の研究よい。ただし，子どもに点数を付ける評価だけではなく，指導を改善するための評価を。ある子ど

もに「大きな声が出ない」という評価をした場合，次にどんな指導をしたか，という研究。どういう手立てをし

たかを記録していくことに意味がある。大事なのは C をつけた子どもへの指導。 

〈授業について〉 

・ コミュニケーションマナーは５・６年ならできて当たり前。あえてめあてにすることではない。評価すべきと

ころは，I like I can が使えているかどうか。 

・ 振り返りでは，「こんなことを知った。」という内容面と，「Do you like を使うと質問できる」という言語面が

出るようにする。 

・ 今後もやり取り中心の授業で OK。 

・ 名刺交換をした後，それをもとにもっとやり取りが続く言語活動を設定するとよかった。 

 

 

 

 



１０ 授業の実態 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

〈児童が作ったアルファベット探しカード〉 

 

あいさつや質問などのやり取り

に答える。 

見つけたアルファベットを表

に記入する。 

児童一人一人，発音チェック。 

友達と協力して，ほめ言葉や盛

り上げる言葉をかけ合う。 

友達と協力してアルファベッ

ト探しを行う。 

振り返りをワークシートに記

入する。 



６月 

 
１２月 

 

考察 

〇「読むこと」「話すこと」「書くこと」への関心は高い。ALT との Small Talk の充実やゲームを取り入れた学習

を通して，今までに習っている表現が活用できる楽しさや気持ちを伝えることの喜びを感じているのではないか

と考える。 

〇「英語の学習は楽しい」が１２人，「ふつう」が２人。今後個別にも配慮しながら全員が「楽しい」と答えられる

授業をめざす。 

●「読むことができますか」「話せますか」への肯定的な回答を増やしたい。関心が高くなっているところで，基礎

的な知識・技能を身に付けることで，より意欲的に授業に参加する児童が増えるのではないかと考える。学力の

向上を児童が実感できるように，さらに，授業を改善する必要があると感じた。 
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英語の授業に自分から進んで取り組んでいますか。

英語アンケート（３年）
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アルファベットや英語の言葉をもっと読みたいですか。

英語を使って話せますか。

相手に思いを伝えるために、工夫して伝えようとすることができましたか。

英語でもっといろいろな人と会話をしたいですか。

英語で発表することができますか。

英語で発表することで，もっとたくさんの人に発表したいと感じましたか。

アルファベットや英語の言葉を書きうつすことができますか。

アルファベットや英語の言葉をもっと書いてみたいですか。

英語を学習することで ほかのことにも きょうみをもちましたか。

英語の授業以外で 英語をつかってみたいですか。

英語の授業に自分から進んで取り組んでいますか。

英語アンケート（３年）

とても 5 まぁまぁ 4 ふつう 3 あまり 2 ぜんぜん 1


